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古 代 の 王 権 とvarcas

土 山 泰 弘

[1]ヴ ェーダ文献にみられる王権は, 複合的に発達 した王権儀礼 とそれをめ ぐ

る高度に洗練された諸観念を特質 とするが, それは主としてブラープマナやそれ

を補助するシュラウタ ・スートラに特徴的であって, 初期のヴェーダすなわち リ

グ ・ヴェーダ(=RV)お よびアタルヴァ・ヴェーダ(=AV)に おいては王権に関し

て知るところは少ない1)。しかしその数少ない資料の中でも, 例えばAV.4.8は

貴重なものの一つであって, 初期の即位儀礼の実際を推測するうえで評価すべき

資料であ り, また当時の王権観念を知る うえでも重要な意味を持つ。 このうち前

者の即位儀礼の儀軌については既に扱ったことがあるので2), 本稿では王権 の観

念的な側面について検討を加えたい。この讃歌の灌頂に関する詩節3)の中で次 の

ように言われる。

「虚空あるいはまた地上にて乳(payas)を 愉しむ天上の水(divya-apas一), それら

すべての水のvarcasを もって, 汝に対 して私は灌ぎかける。」「天上の水, 乳に

富む(水)(payasvati)は 汝に対してvarcasを もって灌ぎかけた。 サヴィトリは

汝を友誼を育む者となさんことを。」(AV.4.8.5, 6)

この詩節のなかで二つの観念に注 目したい。第一は王に灌頂水を そ そ ぐ行為

を, 水のVarcasを 王に付与すると意味づけること。第二は王にvarcasを 与える

灌頂水が「乳」(payas)を 有する天上の水(divya-spas)と されることで あ る。

本稿ではこの二点を出発点にして王権の問題を考察するの であ る が, その前に

varcasの 語の意味内容について概観 しておきたい。

varcasは リグ・ヴェーダにおいては主 としてアグ一と太陽に関わ り4), アタル

ヴァ・ヴェーダでぽこれに加えて, 上に引用した王の権威, さらに水あるいは天

上の水, 女性に関連し, 敵対者より奪 うべき対象ともなる。またしぽしぼ他の諸

力とともに列挙されるが5), その場合生命の力と関わ りが顕著で ある6)。ちなみ

にasで 終わる中性名詞は力 との類比(magische Kraft, Daseinsmacht)に よって理

解されるが, それは事物の性質を表すとともに事物それ自体としても扱われ, さ

らにそれは他に対して作用する力をもつとい う呪術的な思惟の性質をあらわして
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い る7)。 こ こに と りあ げ たvarcasも そ の 例外 で は な く, 王 を王 た ら しめ る力 の一

つ と して理 解 で きる8)。 この語 の用 例 は多 様 な意 味 の拡 が りを 示 す が, 本 稿 で ば

王 が 身 に つ け るvarcasの 内 容 を, これ ら様 々 な意 味 との連 関 を た ど りな が ら検

討 を 加, ヴ ェ ー ダ初期 の 王権 観 念 の一 面 を 明 らか に した い。

[2][1]で 第 一 の 点 と して あ げ た, 王 がvarcasを 保 持 す る とい う考 え は一 つ の

定 型 化 され た観 念 と して 他 に も見 出す こ とが で き る。 例 え ば王 を 称 え て「 神 サ ヴ

ィ ト リ, ア グ ニは(varcasを もって)汝 を 包 む べ し。 ミ トラ ・ヴ ァル ナ はvarcas

を も って 汝 を(包 むべ し)。す べ て の 敵 意 を 踏 み つ け て, 来 た れ。 汝 は歓 び に満 ち

て, これ な る 王 国(rastra)を 創 った。」(AV.13.1.20)王 の成 功 を 祈 願 して「 こ

の 王 を して諸 部族 の部 族 長(vispati)た ら しめ よ。 彼 に, イ ン ドラ よ, 偉 大 な る

栄 光 〔varcas〕 を与 え よ。 彼 の敵 を栄 光 な き もの となせ。」(AV.4.22.3, 辻直四郎

訳9))バ ラ モ ンを 迫 害 す る王 を 呪 誼 して「 彼(バ ミラモ ン)は 〔よ く〕 王 権 〔ksatra〕

を奪 い, 栄 光 〔varcas〕 を 滅す10)。」(AV.5, 18.4a.辻 訳)

こ の よ うにvarcasは 王 の有 す る権 威 の一 つ であ り, rastraやksatraな ど王 権

を 表 す 語 に関 連 して 言 及 され る ので あ るが, そ れ が さ きのAV.4.8.5お よ び

6で は即 位 式 の灌 頂 に際 して 王 に与 え られ る の であ る。

また 第 二 の点 と して あ げ た, 王 に与1ら れ るvarcasが 天上 の 水 に 由 来す る とい

う観 念 も また 他 の詩 節 にみ られ る。 例 ぽ パ ル ナ の 護 符(parnamani)に 王 の繁

栄 を 祈 って「 神 々 の力(ojas), 植 物 の 乳(payas)(3パ ルナの護符)は, varcasを

も って 怠 りな く私 に力 を 与 よ。」「パ ル ナ の 護 符 よ, 私 に 主権(ksatra)を, 私 に

富(rayi)を 定 め るべ し。 私 は王 国(rastra)の 領 域 で堅 固, 最 高 と な ら ん こ と

を。」(AV.3.5.1cd, 2)「 乳」(payas)は 天上 の水 と同義 に用 い られ て, と もに生

命 を 与 え 生 命 を 育 む 力 を 表 す こ とが あ る11)。 またvarcasが 水 あ る い は乳 に 由来 す

る とい うの も一 般 的 な 観 念 で あ る12)。 した が って い ま 引用 した詩 節 で植 物 の「乳」1

が王 権 のvarcasを 有 す る とされ る の は, 冒頭 のAV.4.8.5お よび6で 天 上 の

水 にVarcasが 由 来す る とい うの と同一 の観 念 で あ る。

この よ うに王 が 天 上 の 水 に 由 来す るvarcasを 保持 す る とい うの は確 立 した 観

念 とみ る こ とが で き る。

[3]と ころ で 水 に 火 が 存 在す る とい う観 念 は ヴ ェ ー ダで は普 遍 的 で あ って13), 

王 権 のvarcasが 由 来す る水 の 中 に も火 が存 在 す る。 また 火 は天 に在 って は太 陽

(surya, aditya)と 同一 視 され る14)か ら, 天 上 の水 に存 在 す る太 陽 に よって 王 の権

威 を 支 持す る こ とが あ る15)。 前者 の 例 と して「 水 に存 在す る(apsusad)吉 祥 な る
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火 を我 々 は 呼 ぶ。 聖 な る(水)(devi)よ, 汝 は 私 に王 権(ksatra), varcasを 定 め

お くべ し。」(AV.16.1.13)後 者 の 例 と して はRohita(太 陽)の 歌 として 知 られ

る 讃歌 の 中 で「 昇れ 牝 馬 〔太 陽 〕 よ, 水 の 中 に あ る汝 は。 この賜 物 に 富 む 王 国

〔rastra〕に 入 れ。 この 万 有 を うみ し ロ ー ヒ タ 〔太 陽 〕 が, よ き支持 あ る汝(国 王)

を, 主 権 〔ksatra〕 のた め に支 持 せ ん こ とを。」(AV.13.1.1辻 訳)16)

つ ま り王 権 のvarcasの 由 来 を 天上 の 水 だ け で な く, 水 に存 在 す る火 あ る い は太

陽 に関 係 づ け る。 こ こで と りわ け 注 目 され るの は太 陽 との 関 わ りで あ る。tに

varcasは 直 接 に 太 陽 に 由 来す る 力 で もあ るか ら17), 同様 の思 考 が王 権 のvarcasに

関 して もな され る。 例 ぽ さ きのRohitaの 歌 の 中 で, Rohini(曙)に つ い て「 ロ

ー ヒタ に従 順 な る ロ ー ヒ ニ ーは, 寛 裕 に して 色 うるわ し く, 高 らか に して光 彩 に

富 む(suvarcas)。」(AV.13.1.22ab辻 訳)と いわ れ て, 王 権 のvarcasは 直 ち に太

陽 の光 り輝 く力 を 表 す18)。 また 王 を選 定 す る祈 願 の 中 で「 王 国 は な が も とに来 た

れ り。 栄 光 もて 立 ち あ が れ 〔あ るい は「 昇 れ」saha varcasod ihi〕。前 進 して 汝

は, 人 民 の主 と して, 独 一 の 王 者 と して 支 配 せ よ(viraja或 いは「 輝け」)」(AV.

3.4.1.ab, 辻訳)と い うが, 類 似 の 表 現 が直 接 に 太 陽 を 称 え る詩 節 の 中 で用 い ら

れ る。「昇 れ(udihi), 昇れ, 太 陽 よ。 光 輝 もて我 が上 に昇 れ(Varcasa mabhy du

ihi)。」(AV.17.1.6ab, lab)す なわ ち王 の有 す るvarcasは 太 陽 に 由 来す るvarcas

で あ り, varcasを 有 す る王 に光 り輝 きつ つ 昇 る太 陽 の 姿 を 重 ね あ わ せ て い る の で

あ ろ う19)。ち なみ に神 界 の王 イ ン ドラは太 陽 と と も にvarcasを 共 有 す る。「汝(太

陽)は ま さ にイ ン ドラ と と も に現 れ ん こ とを。 恐 れ る こ とな く共 に 来 た りつつ, 

歓 びつ つ, 同 じvarcas(samanavarcas)を 有 しつ つ。」(RV.1.6.7)

こ の よ うに王 権 のvarcasが 火 また は 太 陽 に由 来す る とい う観 念 が 確認 され る

が, か か る太 陽 との結 びつ き に王 権 観 念 の一 特 質 を 知 る こ とが で き る。

[4]以 上 み て きた よ うに, 王 が 身 につ け るべ き威 力 と して のvarcasは, そ の 由

来 を天 上 の水 あ る い は水 に存 在 す る太 陽(火)の 光 り輝 くカ に も とめ る こ と が で

きる が, そ れ で は この よ うな関 連 か らみ たvarcasの もた らす 内容 は 何 で あ ろ うか。

ヴ ェー ダで は水 も太 陽 も, 万 物 に生 命 を 与 生 命 を 養 い 育 む 力 と考 られ て お

り, 一方 のvarcas自 身 も[1]で 述 べ た よ うに生 命 の力 と の関 わ りが 顕 著 で あ る。

以 下 にvarcasが 関 わ る生 命 の力 の具 体 的 内容 を 幾 つ か 例 示 す る。「(こ の者 を)包

む べ し。 我 々 のた め に この者 にVarcasを 定 め お くべ し。 この者 を 老齢 に よ る死

(laramrtyu), 長 寿(dirgh ayus)と なす べ し。」(AV.2.13.tab)「 汝(ア グニ)は

この 者 にvarcasを 付 与 せ よ, そ して 子 孫(praja)を 多 とな せ。」(AV.6.5.1cd)
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「アグニよ, 私にvarcasを 付与せよ, 子孫, 長寿(ayus)を(私 に)付 与せよ。」

(AV.7.89.tab)20)

したがってvarcasが 天上の水あるいは太陽に由来せ しめられるとき, 関連する

表象はかかる生命を与え生命を育む力であろうと考え られる。すなわち灌頂儀礼

で王に対 してvarcasの 名のもとに与えられるのは, 天上の水あるいは太陽が有す

る万物に生命を与え生命 を養い育む力である。

[4]以 上をまとめると, varcasは 王がその身に帯びる威力の一つであ り, 即位

式の灌頂儀礼で灌頂水を通 じて王を王た らしめる力であるが, かかるvarcasの 由

来を見ると天上の水あるいは水に存在する太陽(火)の 光 り輝 く力観念に深 く関

わ り, そのもたらす内容は万物に生命を与え生命を育む力である。かかるものと

してvarcasは ヴェーダ初期の王権観念の一つの側面を構成していることが明らか

である。これを王権論一一般からみるならば, 王がvarcasを 介して天上の水あるい

は水に存する光 り輝 く太陽(火)の 生命力にあずかることをさして, そこに世 界

を支持する王 という一種の宇宙論的な性格をよみとることは可能である21)。本稿

冒頭で述べた ように初期ヴェーダにおいて王権に関する言及は多 くないが, 王権

はその当初からかかる神聖な価値が与 られているのであって, 後代における王

権観念の発展の端緒を認めることが出来る。

1) RV, AVの 両 文 献 を ベ ー ス に した 王 権 観 念 の研 究 は例 え ば, B. Schlerath, Das

Konigtmm Rig and Atlzarvaveda (Wiesbaden, 1960)し か し文 献 の 性 格 を反 映

し て神 界 の 王 権 に関 す る研 究 が 主 体 で あ り, 本 稿 で 扱 う世 俗 の 王 の 権 威 に 関 わ る資 料

は限 定 され て い る。

2) 拙 稿「 『ア タル ヴ ァ ・ヴ ェ ー ダ』 の即 位 儀 礼lAV.4.8-」, 『印 度 哲 学 仏教 学 』 第

3号, 昭 和63年pp.155-169

3) 前 掲 拙 稿PP.164-165

4) H. Grassmann, Worterbuch zum Rag-veda (Wiesbaden, 19765), P.1222

5) e.g.AV.9.1.17cd (tejas, bala, ojas), 10.5.36d(tejas prapa ayus), 19.

37.lab(sahas, ojas, bala)

6) 本 稿 は 王 権 とvarcasと の 関 わ りを 主 題 とす るた め, varcasそ れ 自身 の詳 細 に つ

い て 別 の 機 会 に譲 り(『 印 度 哲 学 仏 教 学 』 第5号 掲 載 予 定), い まは 該 当す る注 に お い

て 原 典 箇所 を 指示 す るに と どめ る。

7) J. Gonda, Ancient-lndian ojas, satin aubos and the Indo-European nouns in

-es-/os (Utrecht, 1952), pp.46-57

8) J. Gouda, op.cit., p.50

9) 辻直 四 郎「 ア タル ヴ ァ ・ヴ ェー ダ讃 歌」, 岩 波 文 庫, 1979な お 辻 直 四 郎 訳 の 引 用

に 際 して は, 引用 者 に よ る補 足 は 〔 〕 を用 い, 訳者 に よる 補足 か ら区別 した。
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10) varcasは 敵 対 者 よ り奪 うべ き 力 と さ れ る。 AV.4.22.3, 7.13.1, 2, 114.1, 

 19.33.5, 36.1, 49.4, RV.10.159.5

11)AV.4.15.6, 6.124.1, 7.89.1, 8.2.14, 18.3.56, 19.33.1, RVのPayas

に つ い て はH. Grassmann, op. cit., PP.773-774

12) AV. 6. 68. 2, 7. 89. 1, 10. 5. 7-14, 10. 6. 8, 12. 1. 7, 8, 14. 1. 35, 36, cf. 10. 
 6. 8 (soma), 12. 1. 7, 9 (madhu) 

13) AV. 5. 3. 1, 7. 89. 1, 19. 33. 1, RV. 3. 22. 2, 3. 24. 1, 6. 13. 2, 9. 66. 21, 

 10. 9. 9, 128. 1, 140. 2, H. Oldenberg, Die Religion des Veda (Darmstadt, 

 19705), pp. 112-116 

14) H. Oldenberg, op. cit., pp. 108-111 

15) AV. 1. 4. 2, 3

16) 他 にAV.13.1.2, 5

17) AV.3.22.4, 19.26.2, 13.1.22, 3.16, 17.1.6, 7, 27, 28, 19.26.2, 3, 

 RV.1.6.7, 6.58.4, 10.112.3

18) varcasを 有 す る 女 性 に 言 及 さ れ る 場 合 が あ る6 AV.1.17.1, 12.1。25, 14.1.

 35, 36, 2.18, 29, 53, RV.1.6.7, 6.58.4, 10.112.3, 159.5

19) 同 様 の 表 現 はAV.3.20.10bに も 見 え る が, そ こ で は ア グ ニ が 太 陽 の イ メ ー ジ で

 語 ら れ る。

20) AV. 2. 29. 1, 14. 1. 47, 19. 26. 2 

21) cf. J. Gonda, Ancient Indian Kingship from the Religious Point of View 

 (Leiden, 1966), p. 69

〈キー ワー ド〉王 権, 灌頂, 太陽, 水, varcas

(駒沢大学北海道教養 部非常勤 講師)
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